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アヴイラ（Avila）紀行
梶 j甫 善 次
W子さん，アッシジ紀行につづいて，今日はアヴィラ紀行をお送りします。聞きなれない外
国の地名や人の名前ばかり出るので，なかなかよみづらいことでしょうし，よく理解されない
ことも多いだろうと思います。我慢して終りまでよんで，おじいさんが何を見て何を感じたか
を，すこしでもわかってもらえるとこれに越したことはありません。
I マドリドからガタラマ峠へ
ミラノからマドリドヘ来て
今日（1月10日，月曜日）はアヴィラに出かけるのですが，昨日も 1日た くさんのことを経
験した忙しい日でしたので，簡単にそれらのことにふれておくことにします。昨日は11時15分
イタリヤのミ ラノを発って，ピレネ一山脈を飛びこえてマドリドには2時に着きました。空港
からまっすぐにプラド美術館にいき，スペインを代表する大芸術家エル ・グレコ，ヴェラスケ
ス，ゴヤ， ムリリヨなどの作品を主として鑑賞。それから近くにある広大なレティロ公園 （Par-
que de! Retiro）を散策，噴水の奥に水晶宮殿（Palaciode Cristal）を望み，日音くなりかけ
るころ，プラド美術館に隣り合っている聖ヒエロニモス教会（SanJeronimo el Real）にゆ
き，かなり長い時間待たされた後に，佐々木神父さん司式でミサをあげま した。10日は1日郊
外に出るので買い物をする時間がないとい うので，近所のスーヴェニアの店で，あれこれと物
色し，午後6時近くようやくホテルに着きました。夕食をすませて室へ引きあげたのは9時ご
ろだったでしょう。大部分の人たちは10時からフラメンコの見学に出かけましたが，私たちは
帰りがま夜中になるのと あのはげしい動きの踊りは とても老人の感性にはむかないだろう
と参加しませんでした。それよりも昭和39年にはじめてマドリドを訪れ，プラド美術館の前で
休けい しながら，世界的な芸術の宝庫に入れなかったくやしさが，この日何とか満たされたこ
とに最大の喜びを感じて，ゆっく り休むことにしたのです。
マドリド市内から郊外ヘ
いよいよアヴィ ラへの巡礼です。今夜も ここで泊まるので，いつものように トランクその他
所持品の整理に時間をかけなく てもいいので気持のゆとりがあり ました。これまでにも，何回
か朝早い出発を経験した後では， 7時半の朝食というのも有難いことでした。ゆっくりと朝食
をして，時間の余裕をもってパスに乗りました。パスの席はいつの聞にか定まってしま ったよ
うで，私たち夫婦は右側，前から2列めの席を占めま した。
8時50分パスは出発しました。 昨日 も通ったアルカラ通り（Alea！え）に出， シペレス広場
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(Plaza de la Cibeles），独立広場 （Plazade la Indepencia) アルカラの門（Puertade 
Alcala）ーを通過しでグラン ・ヴィア（GrandVi五）に入りました。このあたりは東京の銀座
通り，：：.あたるところで，ふたつの大きなデパートや高級スーパーなど豪華な店が並んでいます。
まだ朝も早いので人通りはたくさんはありませんが，広い通り，整然と した高層の家並み，さ
すがにかつてはヨーロッパに覇権をにぎり，ヨーロッパの諸国に先がけて植民地の富を集中し
たスペイン王国の歴史の重みを感じさせます。スペイ ン広場， (Plaza de Espana），大統領官
邸， 空軍省，海軍省さらに大学校舎などと説明されたのですが，右や左と応接の暇もな く，パ
スはかなりのスピードで走っています。中心部からかな り隔たった郊タトに入っていると忠われ
るのに，やはり街路が広く街路樹が規則正しく植え られているのには感心しました。やがてマ
ドリドの西を流れるマンザレスJI(Rio Manzares）を渡って間もなく，パスは国道6号線に入
りました。
国道6号線は，マ ドリ ドを出て北西部に向い， ガダラマ山脈（Sierrade Gadarama）を突
きぬけて，旧カスティリヤ地方を横切って，スペインの西北コルニャ（LaCorna）の海岸に達
する道路です。今私たちが走っているのは，ガダラマ山脈が南方に向って次第に低地となって
いる新カスティ リヤ地方の農村地帯でありましょう。道の両側にこうした村宇眺めつつ車は北
方に向っています。夏の季節であれば緑一殻草の緑が心をなごませるのでしょうが，ま冬のこ
とであり，おまけに有名な修道院＝王宮で知られるエスコ リアル（ElEscorial）の近傍を通
るころには，霧がたちこめ遠望はきかな くなってしまいました。 スペインのいなかの風景をで
きるだけたくさんカメラに車内めよ うとの希望も，あき らめなければな りませんでした。この深
い霧の中を走りながら 「なぜアヴイラ巡礼なのか」についで浅井神父さんの語ることを思い出
していました。
なぜアヴィラを訪ねるのか
アヴィラという町は，カトリック信徒にとっては「イエズスの聖テレサ」（San Teresa de 
Jesus）あるいは「アヴィラの聖テレサ」（SanTeresa de Avila）といわれる聖女と結びつ
いた聖地であるのです。彼女はカトリック教会の最大の神秘家一彼女の神と合一するという信
仰の極点である神秘的な体験はその時代の人びとに大きな影響を与えました のひとりであり，
またその所属していた教会の規律の不屈な改革者でもありま した。その時代はあの「宗教改革」
の時代で， 西ヨーロッパおよび中央ヨーロ yパを通じてその信奉者が勢力を増していたときで
あり，またカトリック教会の修道院は富と権力を増大していましたが，他面その規律がゆるん
でいました。 聖テレサの属していたのはカルメル派の修道院でしたが， 彼女は原始カルメ ル教
会の厳重な規律を確立しよ うと して いろいろな苦難や迫害にひるむことなく，17の改革修道
院を建設しました。とくべつな学識があったのでもなく，また教会の組識の上での要職にあっ
たのでもない，ただ一介の修道女に過ぎなかった彼女が，この大事業をやりとげたことはま こ
とに驚歎に価することです。彼女の宗教的体験は信仰の極地を示したものであ り，また教会改
革の不屈の実践者として，さらに現在も教会における霊的指導者として生きています。教会博
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士，神秘神学の大家，心優し くこまやかな霊性の指導者である聖女テレサの生誕の地，そして
その活動の中心舞台が，このアヴィラの町なのです。
私たちの一行をここに誘ったのは聖女テレサの偉大さだけではあ りませんでした。もうひと
つの機縁がありました。聖テレサが改革したカルメル派の修導院は，広く 全世界に存在してい
ます。昨年の秋，当別から道南の伊達に移った女子修道院は，実はカルメリットの修道院なの
です。浅井神父が，この一月の巡礼の旅の計画を話されたところ，修道女たちは，ぜひともア
ヴィラを訪ね，聖女の思い出につながるものをみやげに持ち帰ってもらいたいと懇望されまし
た。しかも今年は聖女昇天400年にあたる記念すべき年なのです。当初の計画ではむかしのス
ペインの都であったトレド （Toledo）を訪れることになっていたのですが，アヴイラ巡礼は，
この旅行の意義によりー そうふさわしいものと考え られました。このよう なわけでアヴィラの
町を訪ねることになったのです。
私が，聖テレサのことやカルメル教会のことや日程の変更のことなどを，はじめて聞いたの
は，昨年の12月25～6日ごろ， 旅行への出発もま近くなったときでした。ーしょに誘った長瀬
先生と私のふたりが，北一条にある カトリ ック司祭館を訪ねて， 浅井神父さんから旅行の日程
やカト リックのミサの意義やそのやり方などについていろいろと教え られました。霧の中を走
りながら，司祭館の神父さんの室の状況などをあれこれと思い浮べていました。とたんに想い
出の世界は破られました。パスは突然霧の中からトンネルの中に入ったからです。ガダラマ山
脈を貫ぬいている トンネルです。ζ のトンネルはトンネルの複線ともいうべきもので，上りと
下りのトンネルが別べつに堀られて並んでいるのです。車は5～6台も並んで通れる幅をもち，
壁は大理石か何かの化粧板で張られ，明るく新鮮な感じを受けました。トンネル内は光線の透
過力の強いナトリ ュウム燈がともっていますので，すべてが黄色に見えます。 りっぱなト ンネ
ルだなと感心していましたが， 長いこ ともかなりなものです。もう終るか，もう終るかと思っ
ていましたが，このトンネルはなかなか高冬りそうもありません。 トンネルに入ったとき時計を
見るとよかったのですが，何分かかったのでしょうか。ぱあっと明るい外の世界へ出たときは，
私の時計は9時40分を指していました。後で調べて知ったことですが，この トンネルは1963年
にでき上ったもので，長さは2.8キロである ということでした。アヴィラまでの距離の半ば以
上を走ったのです。
I ガダラマ山脈を抜けて
旧カテティリヤ地方
ガダラマ山脈は，スペインのやや北によったところ，ほぼその中央を北東から南西にかけて
走る山脈で，そこには1800メートルから2000メ トー ルを越える山々をいだき，新カステ ィリヤ
と旧カスティリヤ地方を分けています。私たちは今 この山脈をっき抜けて旧カスティリヤ地
方に出たのでした。パスの左手後方は松林（？）におおわれた山脈が迫まり，右手は低いゆるやか
な起状の山並みがつづいています。ここはもうメセタとよばれる高原の一部なのでしょう。600
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から1000メートルの高さの台地は，スペインではメセタ とよばれているのです。旧カスティリ
ヤ地方は，スペイン王朝の起った土地であり， イスラム教徒との闘争の歴史で重要な役割を果
たしたところです。カスティリヤという名前も イスラム教徒から守るためにたくさんの城を
築いたことから生れたということです。 （英語のcastleを思い出してください）。 この地方はほ
ぼ四方が山脈に固まれているので大陸性の気候であり，夏の暑さは耐えがたく，冬は長くきび
しいそ うです。この地方の人びとは 「9ヶ月の冬と地獄の3ヶ月」 と語るといいます。「湿っぽ
いスペイン」 （WetSpain）ともいわれるそうです。
メセタの景観
さてパスが旧カスティリヤに入ったころには厚かった霧はすっかり晴れ上っていま した。空
には雲がうす くかかつてはいましたが冬の太陽が照っていました。低くうねる丘がはるか先
写真1 メセタの景観 きにつづいています。 冬だというのに
見るかぎり雪を思い出させるものはな
く，淡い灰色の草地です。夏は放牧で
もしているのでしょ うか。前にオース
トリヤからスイ スヘ行く山中で見かけ
たことがあるように，ところどころ石
が並べられているのは，所有地の境界
を示すものなのでしょう。人家も見当
らない高原の道をしばらく 西に向って
走ったとごろで， ちいさな集落があり，
パスは左に大き く折れました。今までの道路とちがってその幅も狭く舗装も悪いのが目立ちま
すb古くから大学で有名なサラマンカ （Salamanca）の町に通ずる国道501号線です。ここか
らアヴィラまでは28キロ。待望のアヴィラもいよいよ近いと いく らか緊張みたいなものを感
じました。
皿 アヴィラにて
アヴィラ遠望
遠くに農家らしいものが見える広いメセタの光景にようやく馴じんだころ，左手に林でおお
われた丘が迫まり，ここを通りすぎる とアヴィ ラの町が見えてきました。城壁を左に見ながら
パスは，右手にまがってちいさな橋を渡って，100メートルばかり進んで止まりました。 10時
10分と， 私は地図に書きこみま した。 ガイドの説明では，この）｜｜は町の西を南から北に流れて
いるア夕、ハil(Rio Adaja）であり， 今渡った橋は紀元1～2世紀ローマ人が造ったものです。
この川を挟んで、，むかしから多くのはげしい町の攻防戦がおこなわれた古戦場だということで
した。
パス査降りると，右手に丘ともいえないほどの小高くなった場所があります。ここは 「4本
の柱」（LosCuatro Postes）とよば
れ，丈の高い十字架をまん中にギリシ
ヤ様式の 4本の柱が その上に屋根が
あるので門といった方がいいー建って
います。ここはアヴィラの岡Iのちょう
ど西方にあたり，アダハ川を見下し，
遠く城壁に固まれたアヴィラの町の全
景が展望されます。ここからの展望が
もっとも美しい，とどの案内書にも書
かれています。ところで「美しい」と
写真2 「四本の柱」よりアヴイラ遠望
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いっても，ぞれはふつうにいわれる山水の美とか都市の建物の配置などの美しさなどに表現さ
れたものではないように思います。それは古いスペインの，あるいは中世紀的な雰囲気が，も
っともよく息づいているのを，膚で、感じることができるという意味ではないかと思いました。
眼下に見おろすアダハJI［は 5～10メートルの川幅でし ょう。この川岸から土地はゆるやかな
傾斜をなして東の方に高まっています。橋の右手，アダハ川の向い岸は一段と低く人家の赤い
屋根が連らなって見えます。この台地の東の方はこの低地に連らなる谷となって聞けているの
でしょう。要するに，東は谷を望み，西はアダハ川がめぐる台地となっています。守るに難く
攻めるにはむずかしい要衝の台地に，本来のアヴィラの町が建設されたのです。そしてこの町
をめぐって建てられている中世の城壁が壮大な眺めを呈しているのです。
私は今，この歴史的な街を遠望しながら，この町とその城壁について，渡されたパンフレッ
トによってもうすこし見ることにしましょう。この城壁は11世紀の終り 正確にいうと1090年
から99年， 9年かかつて築造されました。 8世紀の初めにスペインの大部分を占拠していたイ
スラム教徒から，キリスト教徒のスペイン人が国土を回復するためには，約700年の日時を要
したといわれますが，旧カスティリヤから南方にイスラム人を追いやった時代に，この城壁は
建造されたものでした。しかもその後わずかに修理されましたが，すこしも破損することなく，
もとのままの厳然たる偉容を維持して今日にいたっているのです。
城壁は，東の方が幅広く，西の方が狭い細長い梯形（奥行900メートル，横450メートル）を
なして町を取りまいています。城壁の平均の高さは12メートルで＼厚さは3メートル。 88個の
塔（あるいは稜室）が規則的に配置されて防衛力を強化しています。また城壁には2500の銃眼
があると記されています。町全体が厚い城壁にかこまれた城砦となっているのであり，築造さ
れてから1000年近く経っているにもかかわらず，昔のままにその威容を誇っているのです。
〈騎士の町〉
遠くからこの町を望むと，前にいったように西から東へと高くなっているので，城壁の輪廊
と城壁の上に出ている赤い屋根をもっ屋敷や塔など，要するにこの町の全体が概観されるので
す。ところでこの町には，ヨーロッパ中世のたいていの城下町がもっている城そのものの姿が
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見えません。城壁の上に際立って高く そびえる城が見当らないのに気づき， 私は一瞬ふしぎに
思いました。しかしそれはノfンフレットが説明しているように思います。
1085年にアルフンゾ6世 （AlfonsoVI）が， トレ ドをイスラム教徒から取りもどしてから，
カスティリヤの中央を東から西に流れる ドウエロ川 （RioDuero）の南に第二の防衛線を築き
ました。 そしてアヴィラやセコヴィア，サラマンカを重要な拠点として，北からたくさんのキ
リスト教徒を移住させました。アヴィラの住民は， 王の楯となってスペイン奪回のために働く
戦士たちだったのです。これらの騎士すなわち小貴族たちは， つぎの世紀にはサラゴyサ
(Saragossa）の奪回や13世紀のコルトパ（己ordoba）やセヴイラ（S巴vile）の奪回の戦いに
参加し，その勇敢な働きで名声をはせた勇者たちでした。「アピラの町に住む者は／戦い慣れた
剛の者」という格言さえあったそうです。
この町には貴族たちの館はあったが宮廷がなく，中心となる城がなかったのです。頑丈で威
風堂々たるこの城壁を築いたのは，誇り高い騎士たちだったのです。この町 はースペインの歴史
に重要な役割をもった町であり，アルフォ ンゾ王の特別な寛大な保護を うけ， 独立自由の気風
が強く， 16世紀カルロス五世（CarlosV）の中央集権化的政策に対して，セゴヴィア とともに
自由市民の連合をつくって反抗しました。「コムネロス」 （Communeros）の反乱といわれてい
ます。
ともあれアヴィラは，はじめから「騎士の町」（Avilade los Cabaleros）であり， 勇敢で名
誉を重んじ，自由と独立がその伝統的精神でした。今，私たちが遠望している城壁は，まこと
にこの町の伝統的な精神，雰囲気を象徴するものです。連続している城壁は，冬の淡い太陽に
照らされてたいしゃ色をし，城壁の外側に半円を固いで張り出している稜霊は陽の光を斜めに
うけて諸所に影をつく っています。先きほどからしばら くの時が経っているのに， 1台の車も
走らず，ひとの通る姿も見かけません。 町全体は現代と関わりのない過去の静寂の中に沈んで
いるのです。中世紀を物象化したものが，私たちの眼に写るアヴィ ラの光景です。「ここをはじ
めて訪れるひとは，何か幻想的なもの，非現実的なものの印象をもつであろう」とパンフレッ
トは誌しています。
聖女テレサのアヴィラ
私は中世紀そのままのアヴィラの町や城壁のことなどについて余りに長くのべ過ぎましたが，
さらに別なアヴィラがあることを忘れではならないでしょう。それは「聖テレサのアヴィラ」
です。聖テレサによって代表される宗教的なアヴィラの町です。アヴイラの町とテレサの生涯
とは決して別のものでないのですが，それにふれることは，ここでは遠慮しま しょう。ただ私
たちをこの町に引きょせたのは，この聖テレサのアヴイラであったことは， もういちどふれる
必要はないでしょう。「4本の柱」の丘からアヴィラの町を眺め，いろいろな感慨にふけった後
に，パスはふたたび城壁の方に向って引き返しました。
お託身修道院
パスは町に入らず，城壁の傍を通って野道を走り，町の北方にある大きな建物につき ました。
飾りのない頑丈な石造の建物でしたO 正面入口の屋上
が鐘楼となっていて，下段には二つの鐘が吊るされ，
その上段は狭く鐘がひとつ，先端は円みをおびた尖塔
になっています。この形が，私には奇妙に印象強く残
りました。正面玄関の空地に大きな女性の像が立って
います。頭巾のついたマントを着け，左手に枝をかい
いだくようにして，ややうつむいた像です。聖テレサ
晩年の姿なのでしょう。注意して見ると，聖女ははだ
しです。聖女の改革したカルメル修道院は「洗足カル
メル会」と言われる理由が，端的に理解されました。
今私たちがその正面にいるこの建物は「わ託身修道
院」（LeCouvant de I’Encarnaciらn）とよばれる修道
院で，聖テレサが改革の事業を実行する前の20年聞を，
ここで修道女として暮らしていました。
この修道院は， 1479年に創立されました。はじめは
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第三会の（在俗の）敬慮な婦人たちの礼拝のための集まりの家でしたが，後に正規の女子修道
院になることを希望して「ご託身の聖母」という名をもっ修道院になりました。そして予言者
エリアと荒野の教父たちの厳重な原始会則を時世に合うようにやわらげた，いわゆる「緩和会
則」によって修道生活がなされるようにされたのでした。緩和会則といっても，それは正規の
修道院ですから，そこでの生活は決してなまやさしいものでないことはいうまでもないでしょう。
ところでテレサが入ったころの実際はどうだったのでしょうか。会則を厳重に守らなければ
ならないのは，修道女だけで，立誓願修道女たちは，「宝石をつけ，沈黙を厳守すべきときに憶
面もなくしゃべり歩き，修室個人の室 を訪門し合い，休憩時間には世俗の音楽を楽しんで
いる」。「お託身修道院の応接間は，上流階級の才女たちの最もひんぱんに出入りする場であり，
社交界のサロンだった」と伝記作者は書いています。ひとりの問添えをつれていくことが条件
でしたが，外で泊まることも， しかもかなり長期にわたることもかなり自由だったのです。数
多くの妥協が〈合法）と認められていた修道院の習’慣で、した。聖テレサが改革にのり出したと
きの，これが当時の修道院の状況であったのです。
現在この修道院は，博物館となっており，テレサの修室の上に建てられた礼拝堂には，彼女
の草稿や彼女の活動と切りはなすことができない十字架の聖ヨハネのめずらしい原稿などが保
存されているのですが，12月の半ばから 1月15日までの週日は一般に開放されていないので，
私たちはその前庭で，いくらかの状景をカメラにおさめ，簡素で頑丈な建物の姿を印象にとど
めて，車の人となりました。
聖テレサ修道院
パスはふたたびさっき来た道を引き返し，城壁の西側を廻って，ゆるやかなスロープを登っ
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写真4 アヴィラの城壁 てその南側サンタ広場 （LaSanta）の
門につきました。「聖女テレサの住居」
という指標が立っている空地にパスは
停車です。近くから仰ぐ城壁は，遠く
から眺めたのとはちがってその堂々た
る高さ，撤密に石を積み上げた堅牢さ，
そして花商岩か何か堅い岩の大地から
生え出ているような姿は，人が近づく
のを許さないような厳しさと恐威をひ
とに与えます。この門から甲胃をつけ
馬に乗った騎士が現われたとしても，決して異様ではないでしょう。この城門を入ると，すぐ
目の前に聖テレサ修道院（LaSanta）が建っています。
これは教会と修道院とそれに隣接して建てられた礼拝堂からなり，かなり広い敷地を占めて
います。礼拝堂は，聖テレサ昇天後44年すなわち1636年に，彼女の両親の屋敷跡に建てられま
した。正面から見ると全く左右シムメトリカルな釣り合いのとれた建物でJ玄関の上に聖女の
像が彫りこまれていることと，左右の 写真5 聖テレサ修道院
屋上が同じ形の鐘楼となっているのが
目につくだけの全く簡素なものです。
しかしひとたび中に入ると，豪華な装
飾に目をうばわれます。 17世紀バロッ
ク式のふんだんな装飾に飾られていま
す。祭壇の中央に聖テレサの像が立っ
ています。聖女が天使の黄金の矢で射
られて脱魂し，神との神秘的な合ーの
状態にあるときは地上より浮き上った
という姿を表現したものです。清浄無垢な聖女の容姿が強い印象を与えます。17世紀イタリヤ
の天才的彫刻家ベルニーニ（G.L. Bernini）の刻んだ聖テレサの像 ローマの「勝利の聖マ
リア寺」（SantaMaria dela Vittoria）にあり，美術史の書物にもよく出ていますーにくらべ
ると，それはきわめて素朴なものでしょうが，またそれだけ純粋な信仰の表現であると感じま
した。テレサの像を中心に左右の柱や天井あるいは欄聞は動きのある複雑なこまかな模様で飾
られ，天蓋正面はじめところどころに幼児の顔が配置されているのを異様に感じました。流動
性のある線と後のロココの様式を先取するようなこまかな装飾は，それなりに調和をしてある
荘厳さを与えていました。ここには聖テレサの決定的な回心のきっかけとなったという十字架
像をはじめ，聖女に直接関係したたくさんの遺物が保存されています。教会の小室で浅井神父
司式でミサがあげられたのですが，聖女直接ゆかりの教会であるということで，いつもより厳
粛であったように感じました。
町の小貴族でトありまたかなり豊かであったテレサの
生家セペダ家（Cepeda）の屋敷を想像させるものは何
にもありませんが，修道院の中庭はその菜園であった
ところであり，少女テレサが兄弟たちと遊んだ場所だ
ということです。テ、レサは6歳ころにはすでに文字が
よめたようで，兄のロドリゴとーしょにキリスト教聖
人伝をよみ，自分たちが殉教者になることに憧れ，年
長の兄を説きふせて異教徒のムーア人のところに行こ
うと，ある朝早くにこっそりと家を出たのでした。こ
のときはたまた叔父に出会ったために連れもどされま
した。このエピソードは，テレサの早熟と実行力を示
しており，将来十字架のために自己を献げる素質が早
くに見られるものとして，伝記作者は語っています。
要するに，ここはテレサ ・デ・アウマダ，後のアヴィ
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ラの聖テレサが生れ，そして修道院に入るまでの17～8年間幼児から少女時代生活していた場
所であり， 聖女にかかわる最も重要な聖跡です。聖女と同じ空気を呼吸することは最も大きな
感j数であったのです。
城壁をめくcって
門をくぐってふたたび城壁の外に出ました。パスに乗ろうとしていると，上の方から荷物を
つんだロパを追い立てながら降りてく る老人（？）がいました。教会の礼拝に出た少数の人たちを
除いて，この老人がこの町へ入ってはじめて見た人間でした。すでにアシジからの報告に書い
たように，小高い山腹にあるイタリヤの町では，ロパが最もたいせつな交通機関であったよう
ですが，ここスペインでも閉じであったのでしょう。 城壁に沿うで降りてく るロパと老人の姿
は，ここの雰囲気にぴったりであるので，カメラにおさめさせてもらいま した。
パスは南側から東，北と城壁をほぼ一周して昼食をとることになります。 城壁の東，梯形の
底辺にあたる部分のほぼ中央にサン・セグンド （SanSegund）の門があり，城壁に接して大
聖堂（LaCathedral）が建っています。城壁に接しでといいましたが， 聖堂の建物自体が城壁
の一部をなしており， これは教会であると同時に城砦でもあったのです。それは町を防衛する
城壁内に，いわば 「象眼され」ているのです。大聖堂はこの町の宗教的または歴史的な面を代
表する興味ある建物ですが，私たちには内部に入って見る余猶はなく ，パスからいちべつする
だけでした。聖テレサに関していうと， 彼女がお託身修道院から出て，自分の創立した最初の
修道院 サン ・ホセ修道院（SanJose）またはマドレの修道院（LasMadress）とよばれま し
たーに住むことになったとき 彼女はこの大聖堂に立ち寄り ここで靴をぬいで「はだしjに
なったのだそ うです。さて私たちは右手遠くに雪をいただくグレ ドス（Si巴rraCredos）の山
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並みを望み，城壁の北側に廻って，今朝から何回か見た鐘楼の形をした大きな門から，ふたた
び城壁の中に入りました。そ して近くにある余り大きく はないが清潔で、落ちついたレス トラン
で， やや早自の昼食をとりま した。
いつもそうであったように，ここでも浅井神父の座ると ころが一番活気のあるところでした。
私たちが感激したといっても表面的なものであり， 神父さんたちの理解や感激は，その深さや
程度において， とてもく らべものにはならないでしょう。生涯を信仰ひとすじに生きて勉強し
てこられたこと を，ひとつひとつ直接に見聞し体験されたのですから。そう した感激は，話さ
れることにも熱をおび，自然に雄弁となります。聖テレサの回心の機縁となった十字架像や信
仰の深まりを 「霊魂の城」と してのベたその模型のことなど，私たちが見落したものについて
も改めて教えられるのでした。いつもならばもっと長く かかるのですが，つぎの予定もあるの
でやや早目に切り上げで外に出ました。
天気が晴れ上って，空は青く太陽が輝いていました。アヴィラはスペイ ンで一番高いところ
にある町であり，寒さはきびしいというので，いつもより厚着をしてきたのですが，むしろ澄
んだ空気に快適な日でした。パスの運転手は，私たちが通ってきた高い大きな門を指さ してい
る。 上部に見える黒いかたまりは，こ うの鳥の巣だというのです。鳥の姿は見えないが，この
とき童話などによ く出るこうの鳥のことを耳にするのは，何かしら現実離なれのした世界にで
もいるよう な感じでした。いよいよアヴィラの町を後にしてパスは北に向いました。スペイン
の中世がそのままに息づいている町，名誉と勇敢な騎士の町，そ して神秘的な宗教的雰囲気が
充満している聖なる町よ，さようなら。私たちの感激をのせてパスは朝釆た道を引き返して走
っていました。
N セゴヴィアへ
アルカザル城
帰りの道は速い。間もなく 国道6号線ヴィラカスティン （Villacastin）に着きました。ここ
から国道110号線に入り， 北のセゴヴィア（Segovia）に向いました。アヴィ ラからセゴヴ、イア
’弘、4：ぉ‘
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写真7 アルカサル城 までは64～5キロ，ほぽ1時間の距離
です。セゴヴィアの町に近づくにつれ
て松ゃぶななどの樹木が多いのが目を
引きま した。パスは西の方から東へと
向っていましたが，いよいよ町へ入る
ころ林の中を反対方向に向きを変え，
小川に沿うですこ し走り，ちいさな木
造の橋を渡って止まりました。このあ
たりから今来た方向をふり返ると，ふ
たつの川に エレスマ（Eresma）と
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クラモレス（Clamor巴s）ー に挟まれて土地は絶壁となってそびえています。この高台が本来の
セゴヴィアの町であり， 100メートル近い断崖です。この絶壁の先端に中世風の古城が建って
います。これがアルカザルの城です。円筒形の大きな天守閣を中央に，張出した稜壁がそのま
わりをかこんで空中に林立しています。大きな軍艦を思わせる光景です。
この城は14世紀に建てられ，その後いくらか改造されたものだそ うですが，見上げる断崖に
立つこの城の姿は，ロマンティックな情緒をかきたてます。どこかで見たことがあるように，
私は感じましたが，後でようやく思い出しました。アメ リカのロスアンジェルスのディズニー
ランドにあるのです。ウォル ト・ディズニーは，この城は世界で最も美しいものと考えて，こ
れとそっくり同じ模型をつく って，観光客に夢を与えているのです。この城に登れば，豊かな
緑のエレスマの谷やメセタの眺望がえられるとい うのですが，今は冬であり，私たちの限られ
た時間では，そうしたぜいたくは許るされませんでした。
十字架の聖ヨハネの墓
夢幻的なアルカサルの眺めに満足して，私たちがふたたびパスに乗ろうとしているとき，こ
の近くに十字架の聖ヨハネの墓があると誰かが言い出しました。たしか佐々木神父さんが発見
したものだったように思います。城に向って10数メートル先きの路傍に（S巴pulcrede Santos 
Juan de Cruz）と書いた指標が立っていま した。 この指標から20～30メー トル前方， だらだら
の坂を40～50メートル登ったところに修道院らしいかなり大きな建物があ りました。人の気配
もなく静まりかえっていましたが，一行のかなりの人たちが話し合い，扉を叩くものですから，
ようやくひとりの司祭らしい人が出て来ました。私たちの来意をきく と，左手の階段を登って，建
物の左端の礼拝堂に案内しま した。ただこの礼拝堂は目下大修理中であ り，身廊も翼廊も全部
壁をおとし，床の部分もコ ンクリー トを流しこむために縦横に足場を渡しているのです。この
足場を要心しながら渡って奥まった祭壇のある室まで行きましたが，ほとんど光が入らぬちい
さい室でした。注意しで見ると，壁には聖画が彫られ，また伺体かの聖人の像が立っていま し
た。それらをたどっていくと，イエズスの聖テレサと十字架の聖ヨハネ像が見っかりま した。
台座のと ころにはいずれも 「神秘学博士」（doctormystica）と刻印された札がついていました。
1メートルすこしこえた立像で， ヨハネの像は書物を手にし， テレサ像は，天使の矢で射られ
た法悦の境地を表現したものでした。聖テレサと並べて語られる十字架の聖ヨハネの墓所で，
その像をと らえることができたのは，偶然と言えぬものが感ぜられま した。
というのは十字架の聖ヨハネーホアン ・デ ・マティアス （Juande San Mathias）こそは，
男子洗足カルメル会の第1号の修道士となった人であり，聖女テレサのこの上ない協力者であ
り， またその理論的指道者であったからです。十字架の聖ヨハネは背の低い小柄の人であった
のですが，聖テレサがはじめでこのヨハネ修道士に会ったときには 「その額の広さと眼の輝き
に驚きました」。そして彼の話しに耳をかたむけていたマ ドレ（テレサのこと）は 「神をたたえ
ず、にはいられなかった」といわれています。ヨハネ修道士の深い神への愛と透徹した学問に
裏打ちされた理論に打たれたのでした。ふたりは年齢で27歳の隔たりはあり ましたが， 信仰
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と実践的意欲において深く結びつけられたのです。スペインにおける神秘主義を語るとき，こ
のふたりはつねに並べで語られるのです。思いがけなく十字架のヨハネの墓所に詣でることが
できたことは，神父さんはじめ信者の方がたにとって，どんなに深い感i数であったことでしょ
7。
ローマの水道
私たちはアルカザル城を右手に見上げながら，エレスマ川を渡り，十字架のヨハネ通りを通
って，セゴヴィアの町に入りました。ローマ時代の水道を前にしてパスを降りました。水道は
広い道路の上を旧市街へ走っており，長さ 728メー トル，高さは28メー トル，2段のアーチ型
に黒い花崩岩が積まれ，一番上部が水路となっているのです。現在残っているもののうちでは
写真8 ローマの水道 もっとも美しいものだそうです。紀元
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l～2世紀建造されたこの水道は， 現
在も使用されているのですから，ロー
マ人の技術がどんなにすぐれたもので
あったか想像されるでしょう。
ローマの水道から も容易にわかるよ
うに， セコ、ヴ、イアは，ローマ時代重要
な軍事上の町でした。 中世時代にはイ
スラム教徒のもとで羊毛工業の町とし
て栄え， 15世紀のころには人口は6万
にも達したそうです。さらにこの町は アメ リカ大陸を発見したク リストフ ァ・コロ ンブスを
援助したイサベル女王と も結びついた歴史的に重要な町でした。アルカサル城，大聖堂，たく
さんの修道院もあり， スペインの歴史や文化あるいは宗教について見るべき ものがすくなくあ
りません。しかし夕刻が迫まっています。私たちはアヴィラとともにスペイン的なこの町を訪
ねたことに満足して，ふたたび南下しガダラマ峠をこえで，午後7時ごろ，マドリドに帰りま
した。
v アヴィ ラ巡礼を終えて
明日は朝早く出発しで，スペインの北西のピ、ルパオ （Bilbao）まで飛行機でとび，そこから
パスでフランスに入り，ピレネ一山脈の北側にある聖地ルルド（Lourds）を訪れる予定です。
夜の食事は町の日本食の食堂でとり，今日のアヴィ ラ紀行などを語り合いました。ほんと うの
こと をいうと， アヴィ ラよりはトレドの方が，スペイン宮廷のあったところであ り， スペイ ン
の一般的な歴史や文化の面で見るべき ものが多いだろうと考えていま した。したがって日程の
変更を聞かされたときは，いくらか不満でした。しかしアヴィラとセゴヴイアを訪れて帰った
今は，新しい発見と問題意識によって充実しているのを感じました。アヴィラの聖テレサすな
わちイエズスの聖テレサは，私には全く未知の人でした。聖テレサは， この巡礼の旅ではじめ
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て知った宗教家で、あり思想家でした。もちろん先きにもふれたように，聖レサの法悦を表現し
したイタリヤ彫刻家ベルニーニの作品を美術史の書物で見たことはありましたが，不勉強な私
はそれがスペインを代表する女性，神秘思想家，教会改革の実践者であるアヴィラの聖テレサ
その人の像であることは知りませんでした。宗教改革の時代といえば その反対宗教改革とし
てわずかにイグナティオ，ロヨラのイエズス会にふれるのが，私たちが学校の歴史で教えられ
たことでした。ルター（M.Luther）やエラスムス（D.Erasmus）あるいはカルヴァン（J.Calvin) 
などと同じ時代に，それと反対の立場で信仰の純化に献身した人物がいたこと，そしてその最
も有力な代表者がアヴイラの聖テレサであり，十字架の聖ヨハネであることを，今度はじめて
出会い知ったのです。私はこの偉大な宗教家，思想家の人物と業績に強く引きつけられました。
つぎは神秘主義に対する関心です。どんな哲学も，論理的，理性的なモメントと非合理的，
神秘主義的なモメ ントを含むといわれています。宗教的心情を失なった近代の知性は，神秘主
義という不合理で、あいまいなものと一蹴する傾向があるのではないでしょう か。神秘主義的な
な面を忘れ去ったところに，現代における人間生活の浅薄化が目立っているのではないでしょ
うか。私はアヴィラへの紀行によって，改めて神秘主義について問 うことを課題と して与えら
れたように思います。私なりの精神の新しい地平に向って旅立つことの必要性を感じたのです。
先きのアシジへの巡礼とと もに， アヴィラへの紀行は忘れえない大きな意味を聞いてくれまし
た。私はこの2度目のスペイン訪問に， トレドやコルドパやグラナダの地を踏むことができな
かったことを決して失望しません。 新しい課題に向って出発する決意と勇気を与えられたこと
に，満足し感謝したのでした。
夕食後ホテルに帰り，明朝の早い出発にそなえて荷物を整理し，ベッドにもぐり こみました。
（後記〉
この紀行は私がアヴイラの聖テレサについて書こ うとしているものの第1部です。第2部は
聖テレサの人物と業績，第3部は聖テレサの神秘主義思想とな る予定です。 出張の報告をかね
て今回は紀行の部を発表さしていただきま した。
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